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令和８年度
授業の改善・充実に向けた説明会Ⅰ

中学校 国語

全国学力・学習状況調査の早期採点の
結果を踏まえて
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全国学力・学習状況調査の目的

児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てる。

全国学力・学習状況調査の特徴

★一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けてある。

解答類型を基に分析することで、児童生徒のつまずいていることが
見えてくる。

つまずきの原因や課題を見出し、つまずきを解消するため
の授業の在り方を見直すことが大切である。

「解答類型」とは？

児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握

することができるように、設定する条件等に即

して解答を分類、整理したものである。
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令和８年度全国学力・学習状況調査

【中学校国語】における調査問題の構成と

早期採点からみられた傾向
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調査問題の構成

全国学力・学習状況調査の調査問題については、新しい学習指導要領が求める

育成を目指す資質・能力を踏まえ、それを教育委員会や学校に対して、具体的な

メッセージとして示すものとなるよう検討を進める。

「全国的な学力調査の今後の改善方法について（まとめ）」（平成29年３月）

本調査では、調査結果が出る前の段階から、調査問題を日々の学習指導の

改善・充実を図る際に役立てることができるように作成しています。

「令和８年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校 国語」より（令和８年４月）

過年度の調査の結果にみられる課題等も踏まえながら、中学校第２学年までの

内容から出題。
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令和８年度 全国学力・学習状況調査

解説資料 （中学校 国語） について

• 調査実施後、各教育委員会や学校が速やかに学習指導の改善・充実等に役立
てることを目的として作成・公開。

• 各問題の趣旨、学習指導要領との関連、解答類型、正答や予想される解答の
解説、関連する過去の問題等が掲載。

• 今年度より、大問全体の「出題の趣旨」に続いて、中学校国語では「【国語 ２
の構成図】」等（※校種・教科ごとに表現が異なる）が新設されている。

https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/
26kaisetsu_chuu_kokugo_kkykf.pdf

国立教育政策研究所ＨＰで
調査実施後に、問題等と
ともに公開されている。

大問２設問四の「解答類型」（抜粋）大問２の「【国語 ２ の構成図】」（抜粋）

https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/26kaisetsu_chuu_kokugo_kkykf.pdf
https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/26kaisetsu_chuu_kokugo_kkykf.pdf
https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/26kaisetsu_chuu_kokugo_kkykf.pdf
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調査問題について

選
択
式

…

九
設
問

記
述
式

…

三
設
問

（
例
）
大
問
四

設
問
一

〔
第
１
学
年
〕

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

Ｃ

読
む
こ
と

エ

文
章
の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
、
事
実
と
意
見
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
叙

述
を
基
に
捉
え
、
要
旨
を
把
握
す
る
こ
と
。
《
構
造
と
内
容
の
把
握
》

短
答
式

…

三
設
問

（
例
）
大
問
四

設
問
二

〔
第
１
学
年
〕

知
識
及
び
技
能

ウ

事
象
や
行
為
、
心
情
を
表
す
語
句
の
量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
語
句
の
辞
書
的
な
意

味
と
文
脈
上
の
意
味
と
の
関
係
に
注
意
し
て
話
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
通
し
て
、

語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。
《
語
彙
》

（
例
）
大
問
四

設
問
四

〔
第
１
学
年
〕

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

Ｃ

読
む
こ
と

エ

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
考
え
る
こ
と
。

《
精
査
・
解
釈
》
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各設問の問題の概要及び過去の課題等との関連

※（１）…「言葉の特徴や使い方に関する事項」、（２）…「情報の扱い方に関する事項」、（３）…「我が国の言語文化
に関する事項」、Ａ…「話すこと・聞くこと」、Ｂ…「書くこと」、Ｃ…「読むこと」 算用数字は該当学年、片仮名は該当

の指導事項

問題
番号 問題の概要 内容※ 過年度関連

１

一 「可能の意味」を含んでいるものとして適切なものを選択する （１）
２オ

二 「投げられる」を説明したものとして適切なものを選択する （１）
１エ

三 「ら抜き言葉」であるものを選択する （１）
２オ

２

一 発言について説明したものとして適切なものを選択する Ａ
１ア

二 話合いの中の発言について説明したものとして適切なものを選択する Ａ
１エ

Ｒ６ １一

三
話合いを受けて整理したタブレット端末の画面を説明したものとして適切なものを
選択する

（２）
２イ

四 話合いを受けてどのような意見を述べるか、自分の考えを書く Ａ
２オ
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早期採点からみられた傾向

令和８年度 授業の改善・充実に向けた説明会Ⅰ ～全国学力・学習状況調査の早期採点結果を踏まえて～

言葉の特徴や使い方に関する事項

◇ 単語の活用について理解することができている。 〔１三〕

◆ 単語の類別について理解することに課題がみられた。〔１二〕

話すこと・聞くこと

◇ 目的や場面に応じて、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討することがで

きている。 〔２一〕

◆ 互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめる

ことに課題がみられた。〔２四〕
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各設問の問題の概要及び過去の課題等との関連

【
参
考
】
令
和
６
年
度

【
中
学
校

国
語
】
調
査
問
題

１

四

（
第
一
学
年

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

オ
）

今
年
度
の
調
査
問
題
に
関
連
し
た
過
去

の
調
査
問
題
に
も
注
目
し
て
い
く
。
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各設問の問題の概要及び過去の課題等との関連

※（１）…「言葉の特徴や使い方に関する事項」、（２）…「情報の扱い方に関する事項」、（３）…「我が国の言語文化に関す
る事項」、Ａ…「話すこと・聞くこと」、Ｂ…「書くこと」、Ｃ…「読むこと」 算用数字は該当学年、片仮名は該当の指導事項

問題
番号 問題の概要 内容※ 過年度関連

３

一
文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考にして、漢字を書き、漢字の組合せと
して適切なものを選択する（とる）

（１）
２ウエ

Ｒ７中
１一 他

二 気持ちがより伝わるように、表現を工夫して書く Ｂ
２ウ

Ｒ６中
３四 他

三 文章の展開の意図を説明したものとして適切なものを選択する Ｂ
２イ

四
書いた文章について、交流を基にして、「この文章のよい点や改善点」と「今後随
筆を書くときに生かしたいこと」を書く

Ｂ
２オ

４

一 文章全体を三つに分けて整理したものとして適切なものを選択する Ｃ
１エ

二
国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」と同じような内容を表す別の表現を文
章中から抜き出す

Ｃ
１ア

三
文章中に書かれている、会話の表情を表す擬音語・擬態語の特徴をまとめたものとし
て適切なものを選択する

（１）
１ウ

四
二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」が表している具体的な様子と擬態語の
効果を書く

Ｃ
１オ

Ｒ５小
２四 他
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早期採点からみられた傾向

書くこと

◇ 表現の効果を考えて描写することができている。〔３二〕

◆ 段落相互の関係を明確にし、文章の展開を工夫することに課題が

          みられた。 〔３三〕

◆ 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、良

い点や改善点を見出し、今後の書くことに生かすことに課題がみ
られた。 〔３四〕
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早期採点からみられた傾向

書
く
こ
と

３

四

助
言
を
も
と
に
見
出
し
た
改
善
点
な
ど
を
次

の
書
く
こ
と
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
一
般
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
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早期採点からみられた傾向

読むこと

◇ 目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することができている。

〔４三〕

◆ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることが

できるかどうかをみる問題に課題がみられた。  〔４四〕 

他の領域や過年度の調査結果等も参考に、授業を構想していく。

Ｒ５ ２ 四 〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと 正答率:５６.４％

オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。

資料を読み、運動と食事の両方について分かったことをまとめて書く。



Yamanashi Prefectural Education CenterYamanashi Prefectural Education Center

14

令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

クローズアップする設問における
出題の趣旨
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国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
委
員
で
あ
る
山
下
さ
ん
、
石
川
さ

ん
、
大
森
さ
ん
は
、
学
級
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
課

題
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
、

出
さ
れ
た
意
見
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で
共
有
し
な
が
ら

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示

し
た
画
面
】
、
【
話
し
合
い
の
一
部
】
、
【
話
し
合
い
を

受
け
て
整
理
し
た
画
面
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答

え
な
さ
い
。
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国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

一
【
話
し
合
い
の
一
部
】
の

線
部
①
「
ま
ず
は
み
ん
な
が
ど
ん

な
こ
と
を
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
か
を
整
理
し
た
上
で
、
ど
う
し

て
い
け
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
説

明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

目
的
や
場
面
に
応
じ
て
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
話
題
を

決
め
、
集
め
た
材
料
を
整
理
し
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討

す
る
こ
と
。

▼
〔
第
一
学
年
〕

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

ア

《
話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
内
容
の
検
討
》

二
【
話
し
合
い
の
一
部
】
の

線
部
②
「
例
え
ば
『
歌
声
に
強
弱
が
つ

け
ら
れ
て
い
な
い
』
や
『
高
い
音
の
部
分
が
う
ま
く
歌
え
な
い
』
は
、
歌

の
表
現
の
仕
方
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
説
明
し
た

も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
記
録
し
た
り
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
話
の

内
容
を
捉
え
、
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

▼
〔
第
一
学
年
〕

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

エ

《
構
造
と
内
容
の
把
握
、
精
査
・
解
釈
、
考
え
の
形
成
》

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
委
員
で
あ
る
山
下
さ
ん
、
石
川
さ
ん
、
大
森
さ
ん
は
、

学
級
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
、
出
さ
れ
た
意
見
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で
共
有
し
な
が
ら
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示
し
た
画
面
】
、
【
話
し

合
い
の
一
部
】
、
【
話
し
合
い
を
受
け
て
整
理
し
た
画
面
】
を
読
ん
で
、
あ
と

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
結

論
を
導
く
た
め
に
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

▼
〔
第
二
学
年
〕

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

オ

《
話
し
合
い
の
進
め
方
の
検
討
、
考
え
の
形
成
、
共
有
》

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
委
員
で
あ
る
山
下
さ
ん
、
石
川
さ
ん
、
大
森

さ
ん
は
、
学
級
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
出
さ
れ
た
意
見
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
上
で
共
有
し
な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示
し
た
画
面
】
、
【
話
し
合
い
の
一
部
】
、

【
話
し
合
い
を
受
け
て
整
理
し
た
画
面
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い

に
答
え
な
さ
い
。

条
件
は
二
つ
で
す
が
、
問
題
文
中
の

「実
際
に
話
す
よ
う
に
」も
条
件
に
入
り

ま
す
。

【
話
し
合
い
の
一
部
】
で
山
下
さ
ん
は
、

線
部
④
「
『
美
し
い

歌
声
を
響
か
せ
よ
う
』
と
い
う
目
標
に
向
け
て
練
習
す
る
た
め
に
、

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と

投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
な

意
見
を
述
べ
ま
す
か
。
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
こ
の
場
の

三
人
に
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

条
件
１

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、

自
分
の
考
え
と
理
由
を
書
く
こ
と
。

条
件
２

条
件
１
に
つ
い
て
大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を

取
り
上
げ
な
が
ら
書
く
こ
と
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

Ａ 話すこと・聞くこと 指導事項の確認

（小）第１学年
及び第２学年

（小）第３学年
及び第４学年

（小）第５学年
及び第６学年

（中）第１学年 （中）第２学年 （中）第３学年

話
し
合
い

オ
お互いの話に

関心を持ち、相
手の発言を受け
て話をつなぐこ
と。

オ
目的や進め方

を確認し、司会
などの役割を果
たしながら話し
合い、互いの意
見の共通点や相
違点に着目して、
考えをまとめる
こと。

オ
互いの立場や

意図を明確にし
ながら計画的に
話し合い、考え
を広げたりまと
めたりすること。

オ
話題や展開を

捉えながら話し
合い、互いの発
言を結び付けて
考えをまとめる
こと。

オ
互いの立場や

考えを尊重しな
がら話し合い、
結論を導くため
に考えをまとめ
ること。

オ
進行の仕方を

工夫したり互い
の発言を生かし
たりしながら話
し合い、合意形
成に向けて考え
を広げたり深め
たりすること。

○ 互いの立場や考えを尊重しながら話し合い … 発言の内容とともに,どのような立場や背景を基に発言されているのかを考える。

○ 考えをまとめる … 互いの考えを捉える中で見いだした共通点や相違点,新たな提案などを踏まえて話し合うこと など

『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説編』p.89、90

「話し合い」とは、互いに意見や情報を出し合い、問題解決や合意形成などのために双方向的に行う言

語的なやりとり。コミュニケーションのこと。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

■

正
答
の
条
件

■

次
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
。

①

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
の

か
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
書
い
て
い

る
。

②

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上

げ
な
が
ら
書
い
て
い
る
。

③

実
際
に
話
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
結

論
を
導
く
た
め
に
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

▼
〔
第
二
学
年
〕

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

オ

《
話
し
合
い
の
進
め
方
の
検
討
、
考
え
の
形
成
、
共
有
》

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
委
員
で
あ
る
山
下
さ
ん
、
石
川
さ
ん
、

大
森
さ
ん
は
、
学
級
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
課
題
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
出

さ
れ
た
意
見
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で
共
有
し
な
が
ら
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示
し

た
画
面
】
、
【
話
し
合
い
の
一
部
】
、
【
話
し
合
い
を
受

け
て
整
理
し
た
画
面
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え

な
さ
い
。

【
話
し
合
い
の
一
部
】
で
山
下
さ
ん
は
、

線
部
④
「
『
美
し
い
歌
声

を
響
か
せ
よ
う
』
と
い
う
目
標
に
向
け
て
練
習
す
る
た
め
に
、

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
」
と
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
あ
な
た
な

ら
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
ま
す
か
。
条
件
１
と
条
件
２
に
し

た
が
っ
て
こ
の
場
の
三
人
に
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

条
件
１

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
に

つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
書
く
こ
と
。

条
件
２

条
件
１
に
つ
い
て
大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の

両
方
を
取
り
上
げ
な
が
ら
書
く
こ
と
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

〔
解
答
類
型
１
〕

条
件
の
①
、
②
、
③
を
満
た
し
て
解
答

し
て
い
る
も
の

〈
例
１
〉

・
石
川
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
練
習
ご
と
に

一
つ
一
つ
呼
び
か
け
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
学
級
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
れ
ば
い
つ
で
も

ま
と
め
て
確
認
で
き
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
練

習
の
場
で
伝
え
た
方
が
、
全
員
が
同
じ
意
識

で
歌
え
る
か
ら
で
す
。

〈
例
２
〉

・
学
級
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
上
で
、
練
習
で

の
呼
び
か
け
を
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
で
も
ま
と
め
て
確
認
で
き
る
こ
と
も
一

つ
一
つ
し
っ
か
り
と
意
識
し
な
が
ら
練
習
で

き
る
こ
と
も
「
美
し
い
歌
声
」
に
近
づ
く
た

め
に
大
切
だ
か
ら
で
す
。

■

正
答
の
条
件

■

次
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
。

①

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
の
か
に

つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
書
い
て
い
る
。

②

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上
げ
な

が
ら
書
い
て
い
る
。

③

実
際
に
話
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

〔
解
答
類
型
４
〕

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、
こ
の
場
の
三
人
に
実
際
に
話
す
よ
う
に

書
く
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
学
級
の
み
ん
な
に
ど

の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
自
分
の
考

え
と
理
由
を
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
具
体
的

な
例
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
例
〉

・
大
森
さ
ん
の
意
見
は
、
端
末
に
載
せ
る
と
い
つ

で
も
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
石
川
さ
ん
の

意
見
は
、
練
習
ご
と
に
呼
び
か
け
る
と
一
つ
ず
つ

意
識
し
て
練
習
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

■

正
答
の
条
件

■

次
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
。

①

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
の

か
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
書
い
て
い

る
。

②

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上

げ
な
が
ら
書
い
て
い
る
。

③

実
際
に
話
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

〈
特
徴
的
な
解
答
類
型
〉

自
分
た
ち
で
取
り
組
む
内
容
を
オ
ン
ラ

イ
ン
上
に
載
せ
て
、
毎
日
の
練
習
ご
と

に
取
り
組
む
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
く

と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

両
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
な
ぜ

そ
う
す
る
こ
と
が
よ
い
と
思
う
の
か
理
由
が
書

か
れ
て
い
な
い
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

国語２ 話し合いをまとめる（合唱コンクールに向けての話し合い）

〔
解
答
類
型
３
〕

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
に
つ
い

て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
こ
の
場
の
三
人
に
実
際
に
話
す

よ
う
に
書
く
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
大
森
さ
ん
と
石
川
さ

ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上
げ
な
が
ら
書
く
こ
と
は
で
き
て

い
な
い
。

〈
例
〉

・
私
は
石
川
さ
ん
の
言
う
よ
う
に
一
つ

一
つ
を
練
習
中
に
呼
び
か
け
る
方
が
、

そ
の
場
で
改
善
で
き
て
練
習
が
充
実
し
、

目
標
を
達
成
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

〈
特
徴
的
な
解
答
類
型
〉

練
習
ご
と
に
一
つ
ず
つ
呼
び
か
け
る

こ
と
も
大
事
で
す
が
一
番
い
い
の
は
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
っ
て
呼
び
か
け

る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
主
体
的

に
動
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か
ら

で
す
。

■

正
答
の
条
件

■

次
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
。

①

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
の
か
に

つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
書
い
て
い
る
。

②

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上
げ
な

が
ら
書
い
て
い
る
。

③

実
際
に
話
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

A 参加されている皆さんで考えてみましょう。

〈
特
徴
的
な
解
答
類
型
〉

練
習
ご
と
に
一
つ
ず
つ
呼
び
か
け
る
こ
と
も
大
事

で
す
が
一
番
い
い
の
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
っ

て
呼
び
か
け
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
主
体
的

に
動
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

〔
解
答
類
型
３
〕

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
こ
の
場
の
三
人

に
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
く
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上
げ

な
が
ら
書
く
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
解
答
し
た

生
徒
は
こ
の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
た
の
で

し
ょ
う
か
？

参
加
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

A 参加されている皆さんで考えてみましょう。

〈
特
徴
的
な
解
答
類
型
３
〉

【
例
１
】

練
習
ご
と
に
呼
び
か
け
る
こ

と
も
大
事
で
す
が
一
番
い
い

の
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

作
っ
て
呼
び
か
け
る
の
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
主
体
的
に

動
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。

【
例
１
】
で
は
大
森
さ

ん
の
意
見
を
取
り
上
げ

て
い
る
こ
と
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
話
し
合
い
を
ま

と
め
る
と
い
う
よ
り
も

新
た
な
提
案
を
し
て
い

る
発
言
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

〈
特
徴
的
な
解
答
類
型
３
〉

【
例
２
】

私
は
呼
び
か
け
る
の
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
呼
び
か
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
や
る
気
に

な
る
人
が
増
え
る
と
思
う
か

ら
で
す
。

問
題
文
中
に
あ
る
二
人
の
意
見
を
取
り
上
げ
る
と
は

【
例
３

解
答
類
型
１
】

大
森
さ
ん
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
の
せ
る
と
い
う
意
見

も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
見
な
い
人
も
い
る
と
思
う
の
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
載
せ
た
上
で
毎
回
の
練
習
時
に
重
点
的
に
取

り
組
む
内
容
を
伝
え
る
よ
う
に
し
た
ら
よ
り
目
標
に
近
づ
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
人
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
自
身
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
例
２
】
で
は
「
呼
び
か

け
る
」
と
い
う
発
言
が
、

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の

ど
ち
ら
か
一
方
の
意
見
を

表
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

二
人
の
意
見
を
ま
と
め
て

表
し
て
い
る
の
か
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
こ
れ
で
は
取
り
上
げ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
と

判
断
し
ま
し
た
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

B 参加されている皆さんで考えてみましょう。

〔
解
答
類
型
３
〕

学
級
の
み
ん
な
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
と
理
由
を
こ
の
場
の
三
人

に
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
く
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、

大
森
さ
ん
と
石
川
さ
ん
の
意
見
の
両
方
を
取
り
上
げ

な
が
ら
書
く
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
解
答
し
た

生
徒
に
授
業
の
中
で

ど
の
よ
う
に
指
導
し
ま

す
か
？

〈
特
徴
的
な
解
答
類
型
〉

練
習
ご
と
に
一
つ
ず
つ
呼
び
か
け
る
こ
と
も
大
事

で
す
が
一
番
い
い
の
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
っ

て
呼
び
か
け
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
主
体
的

に
動
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

参
加
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

調査問題を踏まえた、授業の改善・充実
及び中学校国語科の授業づくりについて
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

クローズアップした設問を踏まえて

話し合いやディベートの時に自
分の意見は言っているけど・・・

【
こ
ん
な
授
業
が
考
え
ら
れ
る
】

・
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
討
論
、
四
人
の
班
で

テ
ー
マ
に
つ
い
て
①
肯
定
派
②
否
定
派
③
ま
と
め
④
記
録

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
回
し
な
が
ら
討
論
の
練
習
を

行
う
。

・
複
数
の
人
数
で
話
し
合
い
を
行
う
と
き
に
自
分
の
意
見
だ
け

を
述
べ
る
の
で
は
な
く
自
身
の
考
え
が
ど
の
人
の
意
見
に
近
く

て
、
ど
の
人
の
意
見
と
違
う
の
か
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
な
ぜ

か
を
【
記
録
メ
モ
】
な
ど
に
残
し
て
お
き
、
後
で
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

A領域

話すこと・聞くこと
の授業で…

話し合いを振り返り、発言に
どんな効果があったかは・・・

まとめ方の指導や一つひとつの
発言までは・・・

話し合いやスピーチをどうやって
評価すればいいの・・・
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

クローズアップした設問を踏まえて

授業の改善・充実に向けて

・授業を始める前に評価する材料とゴールのイメージを持つことが大切。
・授業のゴールのイメージを生徒と共有しておくことが大切。

・実際のスピーチの内容
・発表のために用意した資料
・撮影した動画

など

・自分の考えをわかりやすく伝
える工夫をする場面で
・実際のスピーチで話の構成
を工夫する場面で
・自分のスピーチ原稿と向き
合い考えをまとめる場面で

など
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

クローズアップした設問を踏まえて

授業の改善・充実に向けて

一方的に自分の考えを主張するのではなく、お互いの考えを捉える中で
共通点、相違点、新たな提案などを踏まえて話し合うことが重要。

話し合いに参加している者が、それぞれの置かれた立場や意見が出され
た背景について理解しながら話したり、聞いたりすることに課題がある。

話し合いの視点として
互いの立場や考えを尊
重すること。

自分とは異なる物事の捉え方
や考え方があることを前提に
考えをまとめることが大切。

合意形成（中３）に向
けて話し合うことを見

すえた指導を行う。



Yamanashi Prefectural Education CenterYamanashi Prefectural Education Center

30

令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

中学校国語科における授業づくりについて

授業づくりのチェックポイント

□ 国語科の年間指導計画について、どの時期にどの指導事項を指導するのかを

意識して作成している。

□ 全国学力・学習状況調査の結果等を基に、どの指導事項の定着に課題がある

のかを明らかにして、指導計画に反映させている。

□ それぞれの指導事項を指導するために、教材を適切に取上げ、効果的な言語

活動を設定した授業を構想している。

□ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」等を参考に

評価規準を設定している。

□ 評価方法が明らかであり、効率的に評価するための工夫が考えられている。

□ それぞれの評価規準について、「努力を要する」状況の生徒への手立てが

考えられている。



Yamanashi Prefectural Education CenterYamanashi Prefectural Education Center

31

令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

授業改善の資料を参考に
日々の授業
をつくってみてください！
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令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education CenterＵＲＬ：https://sites.google.com/ypecken.kai.ed.jp/jugyoukaizen/top

https://sites.google.com/ypecken.kai.ed.jp/jugyoukaizen/top
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